
高校生の就職に関するアンケート調査ジンジブ
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充足していない
（1名も応募が来ていない） 4.3%
充足していない
（1名も応募が来ていない） 4.3%
充足していない
（1名も応募が来ていない） 4.3%

(n＝1010人）

その他 0.2%その他 0.2%その他 0.2%

計画通り
充足した
29.4%

計画通り
充足した
29.4%

計画通り
充足した
29.4%

充足していない
（応募は来たが、1名も
内定を出していない） 
9.2%

充足していない
（応募は来たが、1名も
内定を出していない） 
9.2%

充足していない
（応募は来たが、1名も
内定を出していない） 
9.2%

充足していない
（1名以上内定を出したが
満足していないため、
採用活動は継続） 
32.4%

充足していない
（1名以上内定を出したが
満足していないため、
採用活動は継続） 
32.4%

充足していない
（1名以上内定を出したが
満足していないため、
採用活動は継続） 
32.4%

充足していない
（1名以上内定を出し、
採用活動は終了予定） 
24.5%

充足していない
（1名以上内定を出し、
採用活動は終了予定） 
24.5%

充足していない
（1名以上内定を出し、
採用活動は終了予定） 
24.5%

2026年卒の高校新卒の採用人数について
計画通り充足しましたか

Q.

2026年卒から
採用を始めた 2.7%
2026年卒から
採用を始めた 2.7%
2026年卒から
採用を始めた 2.7%

(n＝1010人）

増やした
45.0%
増やした
45.0%
増やした
45.0%

減らした
3.0%
減らした
3.0%
減らした
3.0%

変わらない 
49.3%
変わらない 
49.3%
変わらない 
49.3%

2026年卒の高校新卒の採用計画は昨年と
比較し、募集人数枠の増減はありましたか

Q.

(n＝1010人） (n＝297人）

2026年卒の高校新卒採用活動はいつ頃から開始しましたかQ.

2025年3月以前

4月

5月

6月

7月

8月
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10月

11月

12月

2025年3月以前

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

2025年3月以前

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月 1.7％1.7％1.7％

1.3％1.3％1.3％

6.9％6.9％6.9％

7.7％7.7％7.7％

9.0％9.0％9.0％

17.3％17.3％17.3％
14.6％14.6％14.6％

10.2％10.2％10.2％

15.3％15.3％15.3％

16.0％16.0％16.0％

1.4％1.4％1.4％

1.4％1.4％1.4％

5.4％5.4％5.4％

8.8％8.8％8.8％

7.4％7.4％7.4％

15.8％15.8％15.8％

11.4％11.4％11.4％

8.4％8.4％8.4％

16.8％16.8％16.8％

23.2％23.2％23.2％
全体回答全体回答全体回答 2026年卒の採用人数が計画通り充足した人の回答2026年卒の採用人数が計画通り充足した人の回答2026年卒の採用人数が計画通り充足した人の回答

(n＝62）

特に業務負担に感じているものを教えてください
「増している」を選んだ人
Q.

※複数回答可

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％

面接練習の指導面接練習の指導

個別のキャリアアドバイス個別のキャリアアドバイス

企業との情報交換企業との情報交換

求人票の管理求人票の管理

応募時の企業との調整応募時の企業との調整

キャリア教育授業の準備実施キャリア教育授業の準備実施

インターンシップ協力先企業を探すインターンシップ協力先企業を探す

進路指導のカリキュラム立案進路指導のカリキュラム立案

その他その他

51.6％51.6％51.6％

38.7％38.7％38.7％

35.5％35.5％35.5％

33.9％33.9％33.9％

25.8％25.8％25.8％

21.0％21.0％21.0％

19.4％19.4％19.4％

16.1％16.1％16.1％

2.5％2.5％2.5％

(n＝237）

前年と比べて、進路指導の負担感は
変化していますか

Q.

増している
変わらない
減っている
その他

増している
変わらない
減っている
その他26.2％26.2％

67.1％67.1％67.1％

4.2％4.2％4.2％

2.5％2.5％2.5％

(n＝237）

就職活動での先生と企業の関係構築にはどのような
課題があるとお考えですか

Q.
※複数回答可

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

生徒とのマッチングに苦慮する生徒とのマッチングに苦慮する

情報が多くて整理がつかない情報が多くて整理がつかない

地元企業との接点が少ない地元企業との接点が少ない

求人票の情報が分かりづらい求人票の情報が分かりづらい

質問ができる場が少ない質問ができる場が少ない

特にない特にない

64.1％64.1％64.1％

27.4％27.4％27.4％

15.2％15.2％15.2％

12.2％12.2％12.2％

7.2％7.2％7.2％

15.2％15.2％15.2％

(n＝237）

前年と比べて、求人票以外で増えたと感じる「企業の活動」を
教えてください

Q.
※複数回答可　全8項目のうち上位6項目を抜粋

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％

企業の高校訪問企業の高校訪問

インターンの受け入れインターンの受け入れ

職場見学会の開催職場見学会の開催

学校内での授業実施の協力学校内での授業実施の協力

入社前の懇親会入社前の懇親会

内定式の実施内定式の実施

特になかった特になかった

42.2％42.2％42.2％

19.0％19.0％19.0％

18.6％18.6％18.6％

11.4％11.4％11.4％

10.5％10.5％10.5％

4.2％4.2％4.2％

33.8％33.8％33.8％

(n＝1010人）

2026年卒の高校新卒採用の“求人票”は、
昨年度と比べてどの項目を変更しましたか

Q.

※複数回答可　全14項目中上位7項目を抜粋

39.6％39.6％39.6％

18.0％18.0％18.0％

21.4％21.4％21.4％

26.3％26.3％26.3％

26.6％26.6％26.6％

27.8％27.8％27.8％

30.4％30.4％30.4％

給与・賞与給与・賞与

休日日数休日日数

勤務地エリアの変更勤務地エリアの変更

キャリアアップ制度キャリアアップ制度

募集職種募集職種

資格支援制度資格支援制度

研修制度研修制度

(n＝1010人）

2026年卒の採用で、採用活動中に
ミスマッチを防ぐために特に注力して
取り組んだことについて教えてください

Q.

※複数回答可　全13項目中上位7項目を抜粋

19.0％19.0％19.0％

24.5％24.5％24.5％

26.3％26.3％26.3％

26.5％26.5％26.5％

27.8％27.8％27.8％

28.7％28.7％28.7％

29.5％29.5％29.5％

求人票以外のツールを用いて会社の情報提供を行った求人票以外のツールを用いて会社の情報提供を行った

職場見学などで働く現場を見てもらった職場見学などで働く現場を見てもらった

先生と接点を取る機会を増やした先生と接点を取る機会を増やした

高校のキャリア教育授業に参加した高校のキャリア教育授業に参加した

職場見学などで働く先輩社員と話す機会を作った職場見学などで働く先輩社員と話す機会を作った

高校生と話せるイベントに参加した高校生と話せるイベントに参加した

インターンシップを受け入れたインターンシップを受け入れた

(n＝237）

前年と比べて、変化があったと感じる「求人票の項目」
を教えてください

Q.
※複数回答可　全10項目のうち上位6項目を抜粋

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％

給与・賞与給与・賞与

休日日数休日日数

募集職種募集職種

資格取得の支援資格取得の支援

研修制度研修制度

キャリアアップ制度キャリアアップ制度

特になかった特になかった

72.2％72.2％72.2％

18.6％18.6％18.6％

6.3％6.3％6.3％

6.8％6.8％6.8％

9.3％9.3％9.3％

11.0％11.0％11.0％

51.1％51.1％51.1％

(n＝237）

前年と比べて、高校に届く「求人票の数」は
増えましたか

Q.

増えた
変わりない
減った
その他
分からない

増えた
変わりない
減った
その他
分からない

43.5％43.5％

39.7％39.7％39.7％

6.8％6.8％6.8％

8.0％8.0％8.0％
2.1％2.1％2.1％
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　高卒就職採用支援サービスを手掛けるジンジブ（本社＝大
阪市）はこのほど、企業の採用担当者、進路指導に携わる高
校教員を対象に、高校生の就職に関するアンケート調査を行
った。企業アンケートでは回答者の約７割が計画通りの採用
人数を確保できていない、教員アンケートでは「条件面だけ
で企業を選ぶ生徒が増え、ミスマッチが心配」と、就職後を
危惧する声が上がるなど、問題点が浮き彫りとなっている。
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が
少
な
い
﹂
︵

・

２
％
︶

﹁
求
人
票
の
情
報
が

分
か
り
づ
ら
い
﹂︵

・
２
％
︶

﹁
質
問
で
き
る
場
が
少
な
い
﹂

︵
７
・
２
％
︶
な
ど


　
自
由
記
述
で
は

﹁
求
人
数

が
多
い
の
は
あ
り
が
た
い
が


情
報
の
多
さ
に
生
徒
が
幅
広
い

中
か
ら
職
業
選
択
を
す
る
の
に

苦
慮
し
て
い
る
﹂
﹁
就
職
活
動

以
前
に
イ
ン
タ

ン
シ

プ
や

職
場
体
験
が
も

と
必
要
だ
と

思
う
﹂
﹁
求
人
票
が
増
え
た
こ

と
で

条
件
面
だ
け
で
企
業
を

選
ぶ
生
徒
が
増
え
て
お
り

就

職
後
の
ミ
ス
マ

チ
や
早
期
離

職
が
心
配
﹂
と

情
報
の
多
さ

や
ミ
ス
マ

チ

早
期
離
職
に

関
す
る
不
安
の
声
が
寄
せ
ら
れ

た


　
同
社
は
こ
れ
ら
の
調
査
結
果

を
踏
ま
え

﹁
２
０
２
７
年
高

卒
採
用
を
勝
ち
抜
く
た
め
の

﹃
三
つ
の
行
動
変
容
﹄
﹂
が
必

要
と
考
え
る


　
・
﹁
先
生
に
分
か
り
や
す
い

情
報
﹂
の
デ
ジ
タ
ル
化

膨
大

な
求
人
票
の
束
に
埋
も
れ
な
い

よ
う

自
社
の
強
み
や
社
風
を

一
目
で
理
解
で
き
る
情
報
の
整

理
と
デ
ジ
タ
ル
化


　
・
﹁
働
く
リ
ア
ル
﹂
を
伝
え

る
体
験
の
創
出

イ
ン
タ

ン

シ

プ
や
職
場
見
学
会
を
通

じ

条
件
だ
け
で
は
見
え
な
い

﹁
仕
事
の
や
り
が
い
﹂
を
肌
で

感
じ
て
も
ら
う
機
会
を

学
校

内
・
企
業
・
学
外
が
連
携
し
て

提
供
す
る
こ
と
が

ミ
ス
マ


チ
防
止
の
近
道


　
・
高
校
生
へ
の
﹁
直
接
﹂
届

け
る
発
信
力
の
強
化

先
生
を

通
じ
た
情
報
提
供
に
加
え

Ｓ

Ｎ
Ｓ
や
採
用
サ
イ
ト

キ

リ

ア
授
業
へ
の
参
加
を
通
じ

高

校
生
に
直
接
か
つ
魅
力
的
に
情

報
を
届
け

﹁
高
校
生
自
身
が

選
べ
る
﹂
環
境
を
つ
く
る
こ
と

が
重
要


　
調
査
対
象

調
査
回
答
時
に

企
業
の
高
卒
採
用
担
当
者
と
回

答
し
た
モ
ニ
タ


　
調
査
方
法

イ
ン
タ

ネ


ト
調
査

　
調
査
期
間

昨
年

月
９



日

　
調
査
人
数

１
０
１
０
人

　
　
　
　
■
　
　
■

　
Ｑ
　
２
０
２
６
年
卒
の
高
校

新
卒
の
採
用
人
数
に
つ
い
て
計

画
通
り
充
足
し
ま
し
た
か


　
﹁
計
画
通
り
充
足
し
た
﹂
が


・
４
％
と

約
３
割
に
と
ど

ま

た
の
に
対
し

﹁
充
足
し

て
い
な
い
﹂
︵
﹁
１
名
以
上
内

定
を
出
し

採
用
活
動
は
終
了

予
定
﹂
﹁
１
名
以
上
内
定
を
出

し
た
が

満
足
し
て
い
な
い
た

め

採
用
活
動
は
継
続
﹂
﹁
応

募
は
来
た
が

１
名
も
内
定
を

出
し
て
い
な
い
﹂
﹁
１
名
も
応

募
が
来
て
い
な
い
﹂
の
合
計
︶

が

・
４
％
と

約
７
割
が
計

画
通
り
の
採
用
人
数
を
確
保
で

き
て
い
な
い
実
態
が
浮
き
彫
り

と
な

た


　
内
定
を
出
し
て
も
採
用
活
動

を
継
続
す
る
企
業
が

・
４
％

と

３
割
を
超
え
て
い
る
こ
と

か
ら

﹁
激
し
い
採
用
競
争
が

続
い
て
い
る
こ
と
が
推
察
さ
れ

る
﹂
と
同
社


　
　
　
　
■
　
　
■

　
Ｑ
　
２
０
２
６
年
卒
の
高
校

新
卒
の
採
用
計
画
は
昨
年
と
比

較
し

募
集
人
数
枠
の
増
減
は

あ
り
ま
し
た
か


　
﹁
変
わ
ら
な
い
﹂
が

・
３

％
と
最
も
多
い
が

﹁
増
や
し

た
﹂
も

・
０
％
と
約
半
数
に

上
る


　
﹁
将
来
的
な
事
業
成
長
の
た

め
に

高
卒
人
材
の
ポ
テ
ン
シ


ル
に
期
待
を
寄
せ
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
﹂
︵
同
社
︶


　
こ
の
ほ
か
﹁
減
ら
し
た
﹂
が

３
・
０
％

﹁
２
０
２
６
年
卒

か
ら
採
用
を
始
め
た
﹂
が
２
・

７
％

﹁
労
働
力
不
足
を
背
景

に

高
卒
人
材
を
新
た
な
戦
力

と
し
て
評
価
す
る
動
き
が
広
が


て
い
る
よ
う
だ
﹂
︵
同
︶


　
　
　
　
■
　
　
■

　
Ｑ
　
今
回
採
用
に
至

た
生

徒
は
ど
の
よ
う
な
き

か
け
で

応
募
に
つ
な
が
り
ま
し
た
か

︵
複
数
回
答
可
︶


　
﹁
学
校
に
届
け
た
求
人
票
﹂

が

・
５
％
と
最
も
多
く


﹁
民
間
企
業
の
合
同
企
業
説
明

会
﹂
︵

・
０
％
︶

﹁
ハ
ロ


ワ

ク
の
合
同
企
業
説
明

会
﹂
︵

・
６
％
︶
が
続
い
て

い
る


　
学
校
経
由
の
求
人
票
が
主
要

な
ル

ト
で
あ
る
こ
と
に
変
わ

り
な
い
が

民
間
企
業

ハ
ロ


ワ

ク
の
各
合
同
企
業
説
明

会
も
そ
れ
ぞ
れ
約
４
割
と
高
い

割
合
を
示
し
て
い
る

﹁
求
人

票
と
い
う
﹃
紙
﹄
の
情
報
だ
け

で
な
く

イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
通

し
て
企
業
の
雰
囲
気
や
担
当
者

の
熱
意
を
直
接
伝
え
る
こ
と

が

応
募
の
大
き
な
き

か
け

と
な

て
い
る
こ
と
が
う
か
が

え
る
﹂
︵
同
︶


　
　
　
　
■
　
　
■

　
Ｑ
　
２
０
２
６
年
卒
の
高
校

新
卒
採
用
活
動
は
い
つ
頃
か
ら

開
始
し
ま
し
た
か


　
﹁
７
月
﹂
が

・
３
％
と
最

も
多
い
が

通
常
よ
り
も
早
い

時
期
の
﹁
２
０
２
５
年
３
月
以

前
﹂︵

・
０
％
︶
﹁
４
月
﹂

︵

・
３
％
︶
も
２

３
位
と

上
位
に
挙
が

た


　
同
様
の
質
問
を

﹁
２
０
２

６
年
卒
の
採
用
人
数
が
計
画
通

り
充
足
し
た
﹂企
業
に
限
る
と


﹁
２
０
２
５
年
３
月
以
前
﹂
が


・
２
％
と
最
も
多
く
な

て

い
る


　
高
校
新
卒
採
用
は

７
月
１

日
の
求
人
情
報
解
禁
に
合
わ
せ

て
活
動
が
本
格
化
す
る
た
め


﹁
７
月
﹂
と
回
答
し
た
企
業
が

多
く
な

て
い
る
が

計
画
通

り
充
足
し
た
企
業
は
﹁
２
０
２

５
年
３
月
以
前
﹂
と

年
度
変

わ
り
の
前
か
ら
活
動
し
て
い
る

数
が
多
く

早
め
の
活
動
ス
タ


ト
が
採
用
活
動
成
功
の
鍵
と

い
え
そ
う
だ


　
　
　
　
■
　
　
■

　
Ｑ
　
求
人
情
報
を
学
校
に
伝

え
る
上
で

ど
の
よ
う
な
活
動

に
注
力
し
ま
し
た
か
︵
複
数
回

答
可
︶


　﹁
先
生
へ
の
電
話
で
の
連
絡
﹂

が

・
５
％
と
最
も
多
く


﹁
近
隣
の
学
校
へ
の
訪
問
﹂

︵

・
２
％
︶

﹁
求
人
票
の

発
送
﹂
︵

・
６
％
︶
が
続
い

た


　
こ
の
ほ
か
﹁
県
外
の
学
校
へ

の
訪
問
﹂
﹁
先
生
と
の
交
流
会

へ
の
参
加
﹂
が
約
３
割

﹁
メ


ル
で
の
連
絡
﹂
が
約
２
割
に

上
る

﹁
さ
ま
ざ
ま
な
手
法
で

先
生
に
自
社
の
魅
力
を
認
知
し

て
も
ら
う
こ
と
が

ス
タ

ト

ラ
イ
ン
と
し
て
不
可
欠
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
﹂
︵
同
︶


　
　
　
　
■
　
　
■

　
Ｑ
　
２
０
２
６
年
卒
の
採
用

で

採
用
活
動
中
に
ミ
ス
マ


チ
を
防
ぐ
た
め
に
特
に
注
力
し

て
取
り
組
ん
だ
こ
と
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い
︵
複
数
回
答

可
︶


　
﹁
イ
ン
タ

ン
シ

プ
を
受

け
入
れ
た
﹂
が

・
５
％
と
最

も
多
い

続
い
て

﹁
高
校
生

と
話
せ
る
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し

た
﹂
︵

・
７
％
︶

﹁
職
場

見
学
な
ど
で
働
く
先
輩
社
員
と

話
す
機
会
を
つ
く

た
﹂
︵


・
８
％
︶


　
﹁
﹃
イ
ン
タ

ン
シ

プ
﹄

﹃
イ
ベ
ン
ト
﹄
﹃
先
輩
社
員
と

の
対
話
﹄
な
ど

高
校
生
に
も

直
接
ア
ピ

ル
で
き
る
場
が
必

要
だ
と
感
じ
て
い
る
様
子
が
う

か
が
え
る

文
字
情
報
だ
け
で

は
伝
わ
り
に
く
い
﹃
リ
ア
ル
な

情
報
﹄
を
届
け
る
こ
と
が

入

社
後
の
ギ


プ
を
減
ら
す
鍵

と
な

て
い
る
よ
う
だ
﹂︵
同
︶

　
ま
た
２
０
２
６
年
の
採
用
で

﹁
計
画
通
り
充
足
し
た
﹂
企
業

は
﹁
充
足
し
な
か

た
﹂
企
業

よ
り
取
り
組
み
数
が
多
い
こ
と

も
分
か

た

﹁
採
用
が
う
ま

く
い

て
い
る
企
業
は

採
用

活
動
時
点
か
ら
入
社
後
を
見
据

え
て
ミ
ス
マ

チ
防
止
に
注
力

し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
﹂

︵
同
︶


　
　
　
　
■
　
　
■

　
Ｑ
　
２
０
２
６
年
卒
の
高
校

新
卒
採
用
の

求
人
票

は


昨
年
度
と
比
べ
て
ど
の
項
目
を

変
更
し
ま
し
た
か
︵
複
数
回
答

可
︶


　
﹁
給
与
・
賞
与
﹂
が

・
６

％
と
ト

プ

次
い
で
﹁
休
日

日
数
﹂
︵

・
４
％
︶

﹁
勤

務
地
エ
リ
ア
の
変
更
﹂
︵

・

８
％
︶
と
な

た


　
﹁
ワ

ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス

や
働
き
や
す
さ
に
関
連
す
る
項

目
の
改
善
も
進
ん
で
お
り

条

件
面
で
の
魅
力
を
高
め
る
こ
と

で
競
合
と
の
差
別
化
を
図
ろ
う

と
す
る
狙
い
が
読
み
取
れ
る
﹂

︵
同
︶


　
採
用
充
足
別
で
は

採
用
に

成
功
し
て
い
る
企
業
ほ
ど


﹁
給
与
・
賞
与
﹂
と
回
答
し
た

割
合
が
高
い
結
果
と
な

た


　
　
　
　
■
　
　
■

　
Ｑ
　
２
０
２
６
年
卒
の
高
校

新
卒
採
用
で

求
人
票

以
外

に
強
化
し
た
採
用
ツ

ル
を
教

え
て
く
だ
さ
い
︵
複
数
回
答

可
︶


　
計
画
通
り
充
足
し
た
企
業
は

﹁
採
用
パ
ン
フ
レ

ト
﹂
︵


・
８
％
︶

充
足
し
て
い
な
い

企
業︵
１
名
以
上
の
内
定
あ
り
︶

は
﹁
求
人
サ
イ
ト
﹂
︵

・
６

％
︶

同
︵
内
定
な
し
︶
は

﹁
ハ
ロ

ワ

ク
の
合
同
企
業

説
明
会
﹂
︵

・
９
％
︶
が
ト


プ


　
﹁
計
画
通
り
充
足
し
て
い
る

企
業
は

外
部
ツ

ル
よ
り
自

社
ツ

ル
を
強
化
し
て
い
る
傾

向
が
あ
る
よ
う
だ

し
か
し


そ
の
よ
う
な
企
業
は
採
用
競
争

力
が
高
い
可
能
性
が
あ
る
た

め

採
用
ツ

ル
の
強
化
に
悩

ん
で
い
る
企
業
は
﹃
会
社
を
知


て
も
ら
う
外
部
ツ

ル
﹄
と

﹃
独
自
の
魅
力
を
ア
ピ

ル
で

き
る
自
社
ツ

ル
﹄
の
両
方
を

充
実
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
よ
う

だ
﹂
︵
同
︶



